
伯耆町議会だより�

（4）�

第21号�

平成22年度�

一般会計当初予算の討論一般会計当初予算の討論�
平成22年度�

一般会計当初予算の討論�

反
対
討
論

反
対
討
論�

反
対
討
論�

賛
成
討
論

賛
成
討
論�

賛
成
討
論�

賛
成
討
論

賛
成
討
論�

賛
成
討
論�

　
　
　
幅
田
　
千
富
美�

�

　
今
、
戦
後
最
悪
の
不
況
の

も
と
で
、
ど
の
よ
う
に
内
需

を
拡
大
し
、
地
域
経
済
を
立

て
直
す
の
か
、
町
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
町
政
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。�

　
昨
年
の
政
権
交
代
で
一
定

の
変
化
が
地
方
に
現
れ
、
子

育
て
支
援
や
環
境
へ
の
取
り

組
み
、
町
民
の
願
い
で
あ
っ

た
、
中
学
生
医
療
費
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
、
子

宮
頸
ガ
ン
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
、
前
進
面
は
あ
る
も
の

の
、
来
年
七
月
ア
ナ
ロ
グ
停

波
に
よ
る
有
線
テ
レ
ビ
の
中

海
委
託
に
よ
っ
て
、
住
民
負

担
は
、
増
加
。
こ
の
不
況
の

も
と
税
金
滞
納
者
に
寄
り
添

っ
た
生
活
相
談
活
動
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
四
月

か
ら
、
県
と
合
同
で
、
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
を
創
設
。

徴
収
業
務
の
強
化
が
図
ら
れ

る
。
敬
老
会
補
助
金
や
贈
り

物
ま
で
カ
ッ
ト
す
る
。
植
田

正
治
写
真
美
術
館
に
五
千
九

十
五
万
円
。�

　
生
誕
百
年
、
没
後
十
年
記

念
行
事
の
準
備
に
六
百
万
円

以
上
つ
ぎ
込
み
な
が
ら
、
急

が
れ
る
小
・
中
学
校
耐
震
化

は
、
教
育
検
討
会
に
委
ね
て

先
送
り
し
、
競
争
教
育
、
学

校
間
格
差
を
拡
げ
る
と
批
判

の
高
い
学
力
テ
ス
ト
を
今
年

も
予
定
す
る
。�

　
同
和
事
業
は
、
法
が
終
了

し
て
十
五
年
も
経
つ
の
に
、

今
だ
に
聖
域
で
、
地
区
の
子

ど
も
た
ち
の
進
学
・
就
職
奨

励
金
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。�

　
大
切
な
農
林
業
は
、
九
．

七
％
、
商
工
費
は
、
一
．
六

％
、
土
木
費
は
、
四
．
一
％
、

教
育
費
は
、
八
．
一
％
に
し

か
過
ぎ
な
い
。�

　
合
併
時
十
四
億
円
の
基
金

は
、
二
十
八
億
円
も
積
み
立

ら
れ
る
一
方
、
合
併
後
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
は
削
ら
れ
、

町
民
、
職
員
の
負
担
は
そ
の

ま
ま
で
、
一
向
に
そ
の
改
善

策
の
見
え
な
い
予
算
で
あ
り
、

反
対
で
あ
る
。�

���
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平
成
二
十
二
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
環

境
の
中
で
、
住
民
の
福
祉
・

健
康
の
保
持
・
教
育
環
境
の

整
備
・
農
業
支
援
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
予
算
で
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
配
慮
さ
れ
た
点
を
申

し
上
げ
ま
す
と
、
住
民
福
祉

関
連
の
予
算
も
例
年
の
と
お

り
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
新
規
に
肺
炎
球
菌
、
子
宮

頸
が
ん
な
ど
の
予
防
接
種
助

成
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、

画
期
的
で
あ
る
。�

　
保
育
園
庭
の
芝
生
化
は
、

子
供
の
運
動
能
力
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
成
果

に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。�

　
産
業
面
で
は
、
中
山
間
地

直
接
払
の
補
助
を
継
続
し
、

ま
た
、
県
及
び
町
で
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
も
継
続
。�

　
が
ん
ば
る
農
業
者
、
商
工

業
者
に
は
黒
ぼ
く
リ
ゾ
ー
ト

大
山
協
議
会
を
通
じ
て
自
立
・

活
性
化
に
多
額
の
予
算
配
分

支
援
が
図
ら
れ
て
い
る
。�

　
教
育
で
は
、
引
き
続
き
本

町
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。�

　
学
校
の
統
廃
合
は
、
こ
れ

か
ら
の
議
論
と
な
る
が
、
施

設
の
耐
震
化
整
備
は
、
期
待

さ
れ
ま
す
。�

　
岸
本
公
民
館
の
大
規
模
改

修
の
設
計
費
及
び
岸
本
駅
前

周
辺
整
備
の
設
計
費
の
計
上

も
高
く
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。�

　
以
上
、
二
十
二
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
厳
し
い
財
政

運
営
の
中
で
、
住
民
を
第
一

と
し
て
考
え
ら
れ
、
住
民
、

産
業
教
育
の
確
立
に
配
慮
が

あ
り
、
評
価
す
べ
き
も
の
と

考
え
ま
す
。�
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本
予
算
は
、
政
権
交
代
後
、

初
の
連
立
政
権
に
よ
る
「
地

方
が
自
由
に
使
え
る
財
源
を

増
や
す
」
と
い
う
地
方
を
重

視
し
た
平
成
二
十
二
年
度
地

方
財
政
計
画
を
反
映
し
た
予

算
で
あ
る
。�

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
二

億
四
千
二
百
万
余
り
、
前
年

度
比
八
％
の
増
額
、
歳
出
で

は
、
総
務
費
・
民
生
費
・
衛

生
費
・
農
林
水
産
費
・
教
育

費
・
公
債
費
等
、
前
年
度
に

比
べ
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
っ

て
い
る
。�

　
あ
わ
せ
て
、
平
成
二
十
一

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第

六
号
に
お
い
て
、
　
き
め
細

や
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
　
に

取
り
組
む
た
め
の
財
源
と
し

て
臨
時
交
付
金
一
億
二
千
八

百
万
円
余
り
、
経
済
危
機
対

策
に
伴
い
増
加
す
る
地
方
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
五
千

二
百
万
円
余
り
の
歳
入
を
受

け
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
た
。�

　
こ
れ
は
、
伯
耆
町
に
と
っ

て
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
、
景
気
対
策
を
全
額
、
国

の
費
用
で
行
う
た
め
、
少
な

く
と
も
そ
の
補
正
相
当
額
を

平
成
二
十
二
年
度
に
ど
う
反

映
す
る
か
、
森
安
町
長
の
手

腕
に
期
待
が
か
か
る
。�

　
補
足
と
し
て
、
非
常
に
残

念
な
こ
と
だ
が
、
伯
耆
町
内

で
五
人
の
方
が
、
自
ら
命
を

絶
た
れ
た
。�

　
こ
れ
以
上
、
犠
牲
者
を
増

や
さ
な
い
よ
う
、
物
心
両
面

の
早
急
な
対
策
が
必
要
と
思

う
。
人
は
心
に
余
裕
が
な
く

な
る
と
、
非
常
に
も
ろ
く
、

他
人
や
自
分
自
身
を
傷
つ
け

る
傾
向
に
あ
る
。�

　
こ
の
厳
し
い
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
助
け
合
い
の
心
、
す

な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
人
権
教
育
、
傷
つ
い
た

多
く
の
人
の
心
を
救
っ
て
き

た
同
和
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
残
念
な
が
ら
町
政
の
方
針

に
は
人
権
の
二
文
字
が
ど
こ

に
も
見
当
た
ら
な
い
。�

　
人
権
の
県
を
標
榜
す
る
鳥

取
県
の
職
員
で
も
あ
っ
た
森

安
町
長
、
紙
の
文
字
は
消
え

て
も
、
心
の
文
字
を
消
す
こ

と
な
く
、
政
策
の
中
心
に
人

を
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
強

く
要
請
し
、
賛
成
討
論
と
す

る
。�


